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Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
21
世
紀
最
強
の
経
営
戦
略

　なぜ企業にCSR（社会的責任）活動が
必要なのか。一見古めかしいこの命題が、
東日本大震災から１年を経た今、改めて
日本企業に問い掛けられている。内外の
社会や生活者は急速に、モノの価値より
も、「共感」や「心の満足」を重視し始めた。
CSRやソーシャルマーケティングはその
ための戦略だ。21世紀は、「いいね！」が
業績を伸ばす時代なのである。�

業
績
を
伸
ば
す

上・ルワンダのマヤンゲ村を訪れ、子どもと給食を食べるTFT
の小暮代表。企業や大学とのコラボも盛んに行っている 
ⒸTABLE FOR TWO
下・窓ガラスに絵を描けるように開発された日本理化学工業
のマーカー「キットパス」を使う子どもたち。簡単に消去でき、
後片付けの習慣を教えるためにも活用できる

 「
い
い
ね
！
」が
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ト
ヨ
タ
自
動
車
は
３
月
10
日
、

新
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車「
ア
ク
ア
」

の
発
売
に
伴
い
、「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ 

Ｓ

Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
！
」（
Ａ
Ｓ

Ｆ
）
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始

め
た
。
全
都
道
府
県
50
カ
所
で
、

「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
故
郷
を
守
ろ

う
」（
静
岡
県
）「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
を

絶
滅
か
ら
守
ろ
う
」（
栃
木
県
）
な

ど
、
各
地
の
自
然
保
護
運
動
を
支

援
す
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
担
当
す
る

ト
ヨ
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン（
Ｔ
Ｍ
Ｊ
）の
折
戸
弘
一
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は「
企
業

と
社
会
と
個
人
と
い
う
三
者
が
、

『
共
に
成
長
す
る
』と
い
う
関
係
で

結
ば
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
Ａ
Ｓ

Ｆ
を『
共
成
長
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』

と
名
づ
け
た
」と
話
し
た
。

　
「
環
境
を
保
護
・
保
全
す
る
」
こ

と
、「
参
加
し
て
楽
し
め
る
」
こ
と

を
結
び
付
け
、
そ
れ
に
よ
り「
ア

ク
ア
に
共
感
し
て
も
ら
う
」
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｆ

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は「
い
い

ね
！
」
が
短
期
間
で
２
５
０
０
に

も
達
し
た
。

　

折
戸
氏
は「
こ
れ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で

は
な
く
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

予
算
も
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
は
な
く
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
出
て
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
が
、
客
観
的
に
見

れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を

伴
っ
た
、
立
派
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
ろ
う
。

　

本
誌
オ
ル
タ
ナ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い

る
。

１
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目
的
と	

	

し
て
い
る
こ
と

２
地
域
社
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
巻	

	

き
込
ん
だ「
他
者
関
係
型
」で
あ	

	

る
こ
と

３
継
続
的
で
あ
る
こ
と
。
短
期
間	

	

で
終
ら
せ
な
い
こ
と

　

こ
こ
で
言
う「
社
会
的
課
題
」と

は
、
環
境
問
題
、
温
暖
化
、
貧
困
、

食
糧
、
教
育
、
人
権
、
格
差
問
題
、

障
が
い
者
雇
用
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

な
ど
、
人
と
社
会
と
環
境
に
ま
つ

わ
る
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
指
す
。

　

②
の「
他
社
関
係
型
で
あ
る
こ

と
」
も
重
要
な
要
素
だ
。
よ
く「
プ

リ
ウ
ス
は
ト
ヨ
タ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
だ
」

と
主
張
す
る
人
が
い
る
が
、
こ
れ

に
は
少
々
の
誤
解
が
あ
る
。
プ
リ

ウ
ス
と
い
う
ク
ル
マ
が
と
て
も
優

れ
た
環
境
性
能
を
持
っ
て
い
る
の

は
間
違
い
な
い
が
、
一
つ
の
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
は
い
わ
ば｢

自
己
完

結
型｣

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
が
成
立
す
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。

　

そ
れ
は
、
介
護
ベ
ッ
ド
だ
ろ
う

が
、
途
上
国
向
け
の
通
信
イ
ン
フ

ラ
で
も
同
じ
だ
。
地
域
社
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
初
め
て

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
本
業
と

連
動
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
考
え
る
人
が
多
い
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
。

　

企
業
に
よ
る
寄
付
、
フ
ィ
ラ
ン

ソ
ロ
ピ
ー（
慈
善
）活
動
、
い
わ
ゆ

る
メ
セ
ナ
活
動
な
ど「
社
会
貢
献
」

と
呼
ば
れ
る
分
野
も
、
立
派
な
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
で
あ
る
。
あ
え
て

本
業
と
連
動
し
な
い
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
明

言
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　

本
田
技
研
工
業
の
米
国
法
人

「
ホ
ン
ダ
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
は
１
９
８
９

年
、
米
国
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
展
開

す
る
に
あ
た
っ
て「
ホ
ン
ダ
の
現

在
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
一
切
関
係
な

い
こ
と
」「
資
金
だ
け
出
す
の
で
は

な
く
、
自
ら
も
汗
を
流
し
直
接
参

加
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
２
つ
の

方
針
を
決
め
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
学

費
免
除
の
全
寮
制
の
教
育
施
設

「
イ
ー
グ
ル･

ロ
ッ
ク･

ス
ク
ー
ル
・

ア
ン
ド
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

（
コ
ロ
ラ
ド
州
）だ
。
こ
れ
は「
ホ
ン

ダ
を
育
て
て
く
れ
た
米
国
に
何
か

恩
返
し
を
し
た
い
」と
い
う
ホ
ン
ダ

の
創
業
者
・
本
田
宗
一
郎
の
意
思

に
よ
る
も
の
だ
。

　

こ
こ
の
卒
業
生
や
地
域
社
会
か

ら
ホ
ン
ダ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
感
謝
さ
れ
、
そ

し
て
将
来
の
顧
客
が
生
ま
れ
続
け

て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

「
攻
め
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」「
守
り
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
」と
い
う
表
現
も
よ
く
聞
く
。一

般
的
に
は
、
守
り
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
順
守
）

や
危
機
管
理
を
指
し
、
攻
め
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
は
、
本
業
と
連
動
し
た
活
動

を
指
す
こ
と
が
多
い
。

　

日
本
で
は
20
年
以
上
に
お
よ
ぶ

不
況
が
続
き
、
品
質
が
良
く
て
も

モ
ノ
が
売
れ
な
い
、
安
く
買
い
叩

か
れ
る
と
い
う
時
代
が
続
い
た
。

若
者
た
ち
は
簡
単
に
モ
ノ
を
買
わ

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
永
遠
に

続
く「
人
口
減
少
」も
国
内
市
場
を

む
し
ば
み
続
け
る
。

　

そ
の
中
で
、
企
業
競
争
は
さ
ら

に
激
化
し
て
い
く
。
自
動
車
や
家

電
な
ど
の
輸
出
型
産
業
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
は
さ
ら
に
激
化

す
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
ソ
ニ
ー
、

シ
ャ
ー
プ
な
ど
の
家
電
大
手
各
社

が
２
０
１
１
年
度
に
数
千
億
円
規

模
の
経
常
損
失
を
出
し
た
の
も
、

サ
ム
ソ
ン
な
ど
の
ラ
イ
バ
ル
企
業

に
敗
れ
た
結
果
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
さ
ら
に

国
外
市
場
に
打
っ
て
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
重
要
視
さ

れ
て
い
る
の
が「
心
の
満
足
」や「
共

感
」、
そ
し
て｢

い
い
ね
！｣

だ
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
市
場

に
な
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ（
ブ
ラ
ジ
ル
、

ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
南
ア
フ

リ
カ
）
や
発
展
途
上
国
で
は
貧
困

層
の
割
合
が
な
お
多
い
た
め
、
貧

困
問
題
や
格
差
問
題
に
対
す
る
国

民
の
関
心
が
日
本
よ
り
高
い
。

　

特
に
イ
ン
ド
で
は
、
大
企
業
が

貧
困
層
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
当

共
成
長
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

「
プ
リ
ウ
ス
」は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
か

本
業
と
連
動
し
な
い
場
合
も

CSRは21世紀最強の経営戦略

利
益
の
６
％
を
社
会
還
元
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然
と
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
の
大
企
業

は
、
年
間
の
社
会
貢
献
費
用
が
純

利
益
に
占
め
る
割
合
を
コ
ミ
ッ
ト

（
公
表
し
て
約
束
）す
る
こ
と
が
通

例
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
低

価
格
車「
ナ
ノ
」
で
有
名
な
タ
タ
・

グ
ル
ー
プ
は
、
純
利
益
の
４
│

６
％
を
社
会
に
還
元
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
は
、
そ
の

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
が
大
き
く
注

目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
国
の
シ
ェ
ア

を
上
げ
た
け
れ
ば
、
何
ら
か
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
は
も
は
や
必
須
だ
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の

柳
井
正
会
長
兼
社
長
は「
以
前
は

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
言
葉
は
好
き
で
は

な
か
っ
た
。
だ
が
、
実
際
に
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
を
し
て
み
る
と
、
そ
の

重
要
性
が
い
や
と
い
う
ほ
ど
分

か
っ
た
」と
公
言
し
て
い
る
。

　

グ
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
ケ

ロ
ッ
グ
・
ス
ク
ー
ル
の
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
コ
ト
ラ
ー
教
授
は「
社
会
的
責

任
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。

「
企
業
の
社
会
的
コ
ー
ズ
へ
の
取

り
組
み
は
従
業
員
、
潜
在
顧
客
、

既
存
顧
客
、
株
主
、
投
資
家
さ
ら

に
は
報
道
、
議
会
や
法
廷
に
お
い

て
さ
え
、
好
意
的
に
捉
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
ブ
ラ
ン
ド
や
最
終
利
益
に

プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示

す
証
拠
が
数
多
く
あ
る
」

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
元
に
、

海
外
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｃ
Ｒ
Ｍ

（
コ
ー
ズ
・
リ
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
）
が
展
開
さ
れ
て
き

た
。
日
本
で
は
そ
れ
が
遅
れ
気
味

で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
連
帯
感
や
共
感
を
訴
え
か

け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
が
急

速
に
増
え
て
き
た
。

　

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に

よ
る
、
宅
急
便
１
個
に
付
き
10
円

の
被
災
地
寄
付
、
イ
オ
ン
に
よ
る

「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
枚
挙
に
暇
が
無

い
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

が
日
本
で
急
拡
大
し
た
こ
と
も
、

こ
れ
に
拍
車
を
掛
け
た
。

　

そ
の
意
味
で
、
２
０
１
１
年
は

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
」元
年
だ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
の

「
共
感
」
は
、
幾
何
級
数
的
に
増
幅

し
て
い
く
の
が
特
徴
だ
。
例
え
ば
、

ヤ
マ
ト
の
10
円
寄
付
に
対
し
て

は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で「
こ
れ
は
か
っ

こ
い
い
」「
素
晴
ら
し
い
」「
ク
ロ
ネ

コ
ひ
い
き
し
よ
」「
す
ご
い
な
ぁ 

え

ら
い
」
な
ど
の
書
き
込
み
数
百
件

が
相
次
ぎ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
と
っ
て

は
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０（
社
会
的

責
任
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
）、

紛
争
鉱
物
問
題
、
化
粧
品
の
動
物

実
験
な
ど
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
イ
シ
ュ
ー
が

毎
年
の
よ
う
に
問
題
に
な
っ
て
く

る
。
Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
２
０
１
１
年

11
月
、「
従
業
員
千
人
を
超
え
る
欧

州
の
す
べ
て
の
大
企
業
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
を
考
慮
し
、
自
ら
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
」
な
ど
を

求
め
る
報
告
書
を
発
表
し
た
。
Ｅ

Ｕ
で
事
業
展
開
す
る
大
企
業
に

と
っ
て
は
、
事
実
上
の
義
務
付
け

と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
社
会
的
な
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
対
応
し
て
い
な
い
企
業

は
、
今
後
、
欧
州
市
場
へ
の
参
入

を
拒
ま
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。

児
童
労
働
問
題
が
改
善
さ
れ
な
い

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
綿
花
を

Ｅ
Ｕ
が
輸
入
禁
止
に
し
た
事
件
が

象
徴
的
だ
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
大
企
業

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
中
堅
企

業
に
と
っ
て
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
従
業
員
満
足
度（
Ｅ

Ｓ
）
を
高
め
、
そ
れ
が
顧
客
満
足

度（
Ｃ
Ｓ
）
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

自
社
の
業
績
を
大
き
く
伸
ば
す
可

能
性
が
高
い
。

　

横
浜
市
栄
区
を
拠
点
に
す
る

小
さ
な
造
園
業
者
、
石
井
造
園
は

２
０
０
８
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
始

め
た
。
苗
木
１
５
５
０
本
を
地
域

住
民
に
配
布
し
た
り
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
堆
肥
を
つ

く
っ
た
り
、
市
民
の
森
で
観
察
会

を
開
い
た
り
。
そ
の
コ
ス
ト
は
、

ぜ
い
ぜ
い
数
万
円
単
位
だ
。
毎
年

６
月
に
は
、
地
域
の
住
民
ら
を
招

い
て「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
説
明
会
」も
開
く
。

　

石
井
直
樹
社
長
は「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
を
始
め
て
、
社
員
た
ち
が
元
気

に
な
っ
た
。
結
束
力
も
生
ま
れ
、

良
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
た
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
を
通
じ
て
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
し
た
の
は

明
白
だ
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
は
業
種
や
企
業
の

規
模
を
問
わ
ず
、
あ
る
い
は
企
業

だ
け
で
は
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
組
織

に
と
っ
て
有
用
だ
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

の
導
入
に
よ
り
、
組
織
の
活
性
化

や
業
績
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

21
世
紀
最
強
の
経
営
戦
略
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
必
須

Ｅ
Ｕ
か
ら
締
め
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
視
点
で
社
会
的
課
題
の
解
決
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
盛
り
込
ん
だ「
社
会
企
業
家
」（
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
経
営
者
）を
日
米
欧
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
27
人
ず
つ
、合
計
81
人
を
紹
介
し
ま
す
。
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車いす対応やベビーシート、駐車施設があるトイレの位置情報サービス
「チェック ア トイレット」を提供。誰でも気軽に外出できる社会を目指す。

www.check.or.jp

14
   金子 健二（東京・世田谷）

 チェック 代表理事（多目的トイレマップの作成）

生活習慣病予防と医療費削減のために、血糖値・コレステロール・中性脂
肪など１項目500円から行える「ワンコイン健診」サービスを展開。

carepro.co.jp/

01
   川添 高志（東京・渋谷）

 ケアプロ 代表（医療）

引きこもりや障がい者、薬物中毒者など20に分類された就労困難者の雇
用に取り組む。採用では、履歴書や病歴・犯罪歴を重視しない。

www.isfnet.co.jp

02
   渡邉 幸義（東京・港）

 アイエスエフネット 社長（情報通信システムの設計など）

社会起業家や地域変革のためのプロデューサーの輩出、ベンチャー企業や
NPOへのインターンシップ事業、学生のキャリアデザイン支援事業に注力。

www.etic.or.jp

03
   宮城 治男（東京・渋谷）

 エティック 代表理事（社会起業家育成）

途上国の問題を解決するプロジェクトをサイトに掲載し、世界中から寄付を
募る。寄付金で「泥水を真水に変えるストロー」などの製品を途上国に届ける。

kopernik.info/ja

05
   中村 俊裕（日本支部 / 東京・港）

 コペルニク 共同創設者/CEO（途上国支援）

牡蛎、帆立の養殖に従事。海の豊潤さは、上流の山林の状態に左右されるこ
とに着眼。森・川・海の流域全体を一つの共同体として捉え、植樹を続ける。

www.mori-umi.org

06
   畠山 重篤（宮城県気仙沼市）

 森は海の恋人 理事長（牡蛎の養殖）

障がい者自立のためのベーカリーを運営。日本で働く障がい者の大半の賃
金が月給１万円程度であるのに対し、同社直営店では平均11万円以上支払う。

www.swanbakery.jp

08
   海津 歩（東京・中央）

 スワン 社長（ベーカリーの運営）

瀬戸内海・弓削島で島民3355人の内、70人が運営に参加する会社を設立。
国任せにせず、島の資源を活かして得た収益を島の未来のために分配する。

www.kibounoshima.jp

09
   兼頭 一司（愛媛県上島町）

 しまの会社 社長（特産品の販売）

豚をストレスなく育てることに注力する養豚農家。約10頭の兄弟だけを
同じ部屋で飼育する「腹飼い」を実践。一次産業を通じた地域活性化を標榜。

www.miyajibuta.com

10
   宮治 勇輔（神奈川県藤沢市）

 みやじ豚 社長（農業）

HIV/AIDSによって片親もしくは両親を失ったエイズ孤児と呼ばれる子
どもたちが直面する問題に取り組む。

www.plas-aids.org

11
   門田 瑠衣子（東京・品川）

 NGOプラス 代表理事（エイズ孤児支援）

エシカルなジュエリーの販売を通じて途上国での児童労働や搾取などの
問題を解決し、貧困のない世界を創ることを目指す。

www.hasuna.co.jp

12
   白木 夏子（東京・港）

 HASUNA 社長（エシカルジュエリーの製造・販売）

フェアトレード・ファッション・ブランド「ピープル・ツリー」の創業者。05
年にはシュワブ財団から「世界で最も傑出した社会起業家」に選ばれた。

www.peopletree.co.jp

13
   サフィア・ミニー（東京・世田谷）

 ピープル・ツリー 社長（フェアトレードの製造・販売）

52年前から障がい者雇用に取り組む。社員全体の70％以上が知的障がい
者。彼らの今ある能力で、仕事ができるように作業方法を工夫している。

www.rikagaku.co.jp

07
   大山 泰弘（神奈川県川崎市）

 日本理化学工業 会長（ダストレスチョークの製造・販売）

代表者氏名／所在地／肩書き（事業内容）／ウェブサイト（http://は省略）

81人CSRをビジネスで
 具現した日米欧
CSRや社会問題の解決を経営戦略に組み込んだ社会企業家の中から日米欧の81人を紹介します。

アサイーをはじめ、森林再生農法「アグロフォレストリー」で生産されたア
マゾン産フルーツを輸入。荒廃した森林を再生し、生物多様性の保全に貢献。

www.frutafruta.com

04
   長澤 誠（東京・千代田）

 フルッタフルッタ社長（アマゾン産フルーツ原料の輸入・販売）


